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私は､2007年 7月に､シドニーのニュー ◎サウスウェールズ大学 (馳eUniveTSityof
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位置づく活動である｣ (厨｡59) と して い る｡しかし鴇多 く の 大 学 ではb野馳の専門職 が いない
ので否応なく滝教員の一部が 欝EBを 実 施せざるをえないと い う のが実態なのではない だ ろうか.
いわば ｢事実 (結果)としての 閣 僚モデル｣である｡それが証拠にbそうした大学では馬車閃
家 を外 か ら招いて啓蒙型の野馳活動を行ったり句最近ではプア遵ルティ⑳ディベロジバ-の養
成に 田を翻 すたりして箇㌔る(2)｡これに対し て 泡 私たちのセンタ-は ｢閣僚モデル｣を欝EBのあ
るべき形態ノとしてとらえる泡いいかえれば ｢価 値としての閣僚モデル｣ に立っているといえる｡
田中 (望榊3)にはそのことがはっきりと記 さ れ てもうる｡
野3においては､専門家と素人という啓 蒙 的 な構図 は 徹 底 的 に馴染まない｡大学教員は､それ
ぞれに固有の教育的な状況ないし文脈の う ち に組 み 込 ま れ て いる｡かれらは､毎分たちに固
有に教育的な状況ないし文脈を､画分 た ち 由 身で 読 み 込 み 読 み かえ る｡欝EB活動は､このよう
な個別的な田常的教育活動を前提にし て ､ 由 立的 な 実 践 者 ど う L が協働することであるほか
はない｡啓蒙活動ではなく相互研修で あ る ｡ (関 取 盟 の ⑳ 3 , 野 ｡且 9 )
私のみるところち鮎管鮎はこれと共通 の 理 念 に 立 っ て いる｡ た とえば包軸管鮎の中核的実践
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ある｡(Hu も c h in g s &馳 通 m an,且999,p｡且望)
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チ-､マ コ-デイネ-卜機 参効目磯関数
1Bu闇盲門gSoTLeommur漉表es TheO摘e)Sもateum毒vevsはy 7
2Bui著d毒mg SoTLSysもemw毒de um盲vevs抱y◎官榊岳sGOmS表門Sysもem 5*
3 eogr漉 ive A曹ectiveLeamimga雨 もheS◎WL OxずordeoMegeo官臣movyumivews絶y 7
4 Communit喜esofPract盲cePooing∈ducationalResourcestoSupporSoTL(COPPER) 掴まdd且esexeommun托yeo"eg援 6
5 Gross-Cut如gThemesiritheSo†L Ca再etonCoHegeand恥ugはsGoHe酢き 8
6 ExpanehgもheSoTLeommons 盲ncさanaUn緑eF芯注 9 率
7 GvaduateE適ucatiom:†heE鵬 egraも毒omofResearGh,W e a G 摘ng,aridLeaving u涙verskyC(痛e酢 eく) 習率
8 喜ntegはtingtheSoTL喜nto互r;S鴇u嶺onaきeL此ure:PhiosophyーPolicyand‡扉rastrcture Bu曹aBoStatee◎脂ge 7
9 日beralEduGat壱on:CoreCurricu昔um St,○厨 Go梅酢 8
巧0 ■Mer舶｢ingScho!arsofTeach毒ngandLe;arnsr5 Rockhurstun盲vers桓 6
M Sもuder沌VoiGeS喜mtheSoW』 Westem聯ashim離omum盲vers 絶 y 6
(出輿)cASTLめWebサイト(2007.12.26取得)より作成.
(注1)SoTLは"Scho一arshipofTeachingandLearning"を表す.







































































在､ "濫Ⅹpan組img忠弘eScぬo且aTS甑ipoTTeac甑i喝 amd‰eaTni喝 Commo弧S" というテーマで､
CAST‰‡mSもi紬もiona且‰eadeTS払ipPTOgTamのコーディネー ト機関になっているインディアナ
大学ブルーミントン校(IUB)の活動については､鳥居 (200冒)の調査報告がある｡ またWeb

































人が参加､研究発表数 280)､第2回大会は2005年 且0月にカナダ ◎バンクーバー (8カ国






































㊨ (ヨーロッパ内での流動性を高めること)と (ヨーロッパの外からより多くの学生 ◎教員
を惹きつけること)
･ (学問的な質を向上させること)ど (労働市場の要求に応えていくこと).
㊨ ( 互 換可能なカリキュラムを提供すること)と (文化的多様性を維持し､より学習者中心
の個別化された学習経路(ie扱ぎ弧i弧gPa忠弘)を提供すること)
こうした葛 藤 は 田 本 にいる私たちにとっても無縁ではない｡これらの課題をどう調停しなが




新 ⑳テクノロジ一部部長のビジェイ ⑳クマ-(M｡S◎V軸y監髄maT)ほか4名による ｢教育を開
く:教育改革を引き起こすための集団性と共有地｣㌔③ 腰離 eFEd紺CBtlQoB､彪緬m題tjoB題♂
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(五mもegTaもive且eaTmimg)を評価する :問題と課題｣ (配emeeMic鮎ae且,況oc姐 usもUniveTS軸 )
というタイ トルの研究発表では､自分の心理学研究法の孝受業における統合学習の試みと､半数
の学生は統合学習のパフォーマンスが改善しなかったという事実が報告された後､フロアに対
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まずb望一息で述べたように鴨両者の間には理 念 の 上でかなりの類似性がある｡塵複する部
籍もあるが句ここであらためて整理しておこう｡
･大学教員を研究だけでなく (教育においで も専 閃家)たるべきであるとみなすこと｡
･閣僚モ デ ル に 立って滝野EB,を (プア索ル テ ィ主導) で行お うとすること｡
･田常 的 な (教室での教育実践)を閑B⑳教育改善 の最も基本的なブイ-ル ドだとみなす こ
と｡
･特 定 の 問 題牽方法に焦点 をあてるよりは滝個府の大学教員が由らの く実践を省察)するこ
とに焦点をあてること｡
･安易な㌻般化を行わず 鴇 個府の教員牽大学の (固有性)牽 く多様性)にもとづも満た野馳を
行お うとすること｡
･大学教員間の相互 批 評 牽 大学間での相互連携など (相互性)を重視すること｡
･教育実践を共有し相互性 の関 係 で結ばれた くコミュニティ)あるいは (ネットワ-夕)を
構築しようとすること｡







修型 欝EBの今後の課題だろうと個人的には考えるが (たとえば､松下 (望00冒)淘平山 ⑳松下
(印刷中)など)包ま だ センタ-全体の合意になっているわけではない .
第二の相違は鴨 ｢教 育 の学識｣を公表することに対する比重の 違 い である｡笠田選でも
瓦SS⑬W鮎でもも毎分 の 教育 ⑳学習活動の出版は鮎管鮎の重要な一 部 とみなされてむ満た｡
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目されるのは､相互に学びあい批評しあえるような教 育 実 践 の 共 有 化 に両者がカを注いできた
点である｡
私は昨年､田本教育工学会 ◎6月シンポジウムにおいて､センターを代表して ｢大学教育実
践の共有化とネットワーク形成｣と題する報告を行った (付録 8-且参照)｡ そのなかで私は､
①公開授業 ◎検討会 (且996-)㌔②工学部教育シンポジウム (望005-)㌔③大学教育研究フ
ォーラム (且995-)㌔④大学授業データベー ス (望003-)㌔⑤We態公開授業 (望00冒～)㌔
というセンターが行ってきた5つの活動をと り 上 げ ､ 実践の単位､媒体､分析視点､参加条
件 ◎規模という観点から紹介 ⑳検討した (表 3 参 照 ) 0
窪三 一~:こ写三'･?.;テ憲聖 二 :'lt:I:‥寺 予 告 宣 ミ繋 ぎ?i;:I-豊 二三:･':-･衝立
臣薬践◎輿飽 詔 臣媒 体 ヨ 監鎗 新 親 戚ヨ 臣容顔田条件国親襖ヨ
頂や愈閑授業国 ｢善葦 ÷ 予 -∵ 黒 長 景 言うT上声rI
S** * 観 察 憶 複 数 (東学数寄関係者)
芝田名前後
fi.二軍宇 ｢隼 三 二 十 ∴上 溝 卓 二窪 憲 二 1 七二ご雨
ミ敵誉シンポジ÷∴ 招学部教職農)
約9◎名
38東学敬蘭研究 ｢革ま㌧. ∵㌣｣上1 溝喜 亡等宍誉) 吉で㌫上予モ∴
㌻ナ-ラ 牽癖飽 く東学教蘭関係者∋
約5◎⑬名
轟各東学授業 ｢耳‡ 二∴-二二号 童子 く車誓言) ITチ㍉
+'J-+下-千 (文字が塞) 不特定
千十∵十王雪捧持 腰喜子予 ㌻∵-∵二子 二手 . ST二王草
(映像昏窟夢が豊)*観察富ま霊視慮 (^劉済規約も野闘う
























業と授業検討を行うための場である (付録 8-2の酒井論文参照)｡ センターの公開授業 ◎検討
会は､日本独特の研究 ⑳研修のスタイルであり､近年､海外でも注目されている ｢授業研究｣
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私たちのセンターが4年間の鎧Pの取組を通じてなしとげた最も大きな成果は､野E3の組織
























董 = こ : ':I,I_:Tr:Tt･LI;iliT,霜肯注
本稿では､カーネギー財団のSoW鮎との比較を通じて､ー私たちのセンターの相互研修型 欝E3
の特徴の明確化と課題の検討を進めてきた｡
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平山朋子 ⑳松下佳代 (印刷中) ｢学生の学びに根ざした 欝EB-理学療法教育における ⑬S鰐濫
リフレクション法と野E3実践-｣ 『第 且4回大学教 育研 究 フォーラム発表論文集』◎
-222-
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飯吉透 (200望) ｢カーネギー 財 団 の 試 み 一 知 的テクノロジーと教育実践の改善 (上)｣ 『ア
ルカディア学報』205胤号 ｡
飯雷透 (2006) ｢Scぬo且ayS鮎息po雷Weac鮎立弧ga弧組‰eaEbni喝 が変革する高等教育改善の試み :
制度 ⑳文化 ◎テクノロジーの観点から｣ 『学生 ⑳教師の満足度を高めるための野E3組織化
の方法論に関する調査研究』 (平成 且6-及冒年度科学研究費補助金 ℡基盤研究(遜)(盟)成果
報告書 :研究代表者 夏目達也)且6㌢20且｡
松下佳代 (200冒) ｢課題研 究 ｢欝EBのダイナミックス｣の方法と展望｣ 『大学教育学会誌』
.T:;･巻 コ_普,'l了:-≡:･｡
中島英博 (望006) ｢カーネ ギー財団におけるSc鮎o息aTSぬ亙po雷Te盈地息喝 の変遷｣ 『学生 ◎教師
の満足度を高めるための野EB組織化の方法論に関する調査研究』 (平成 且6-且冒年度科学研
究費補助金 ◎基盤研究(盟)(盟)成果報告書 :研究代表者 夏目達也) 且 6 且 -且65｡
:S‡二二三二フ:-_･,仁二言:I)T三.:王Il:_;:i,二･:-,tl._-･:王二g3eIjiこて_i.豆 ､:=･与,£_コ5T･=-･,5_[(i:)言C一二'7.
田口其奈 (望00冒) rFED推進機関における2つの機能｣ 『メディア教育研究』趨巻 且号,53-6乱













講演はタ本特色 鎧野に直接属するものではない｡しかしながらタ セ ン タ ー がこれまで蓄積して
きた相互研修型の野EBのモデルに関するものでありタ またタ本 特 色 鎧 P の プロジェクトに属す
る構成員がおこなったものであるゆえタ 実質的には 特 色 鎧P事 業 の事業と区分することは難し
いものである｡実際にタ この講演によってタ相互研修型 野田に関する海外の機関での反応や受
け止めを知ることができタ かつタ このようなモデルの発信をおこなったうえで大きな意味があ
ると思われる｡よってタ ここで 紙 面を割いて報告するものである｡
~.'･･∴ -/:/~:-_-;･:I:∴ : .-:･ ,∴ ∴∵｣草 ･;∵:I-;_:Ji:I.A.:i-∴工:単三豆i:･:.I:･轟.lL:･.I,挙･
筆者はタブェブラ - ア メ リカ大学 社会科学研究科 晦sc硯息e組成e鰐息e弧C亙盈SSoc亙絶息es)に客員教
授としてタ望00冒年 の 6 月 半ばから冒月半ばまで滞在した｡その間夕同大学の野馳を担当するセ
:I,5･､-であき 藩亨 F-51-i'.革 ･鞍 1-i;:.開票･セ∴/タ･-､:･.II).･{:i-.I;:･._C=t烏 二:.i:.∴/)･豆 ,:工三五二;･_';:It!･三.lf二烏.･:.:･r:工二言三二:_




二;:･=J:.二3号.こ工･1,･j:.･:-,ご つご三;-/_:I;ニ:亙半持 J,忘考I･こ詩 する証書二･と It:.豆:･=:_l･_:_豆二鳥 ;I._l-;-;:五二t･1:I.-:i-j工∴･三_
既弧Se免盈弧Z盈(教育におけるテクノロジ-に関する証書)の大きく 望 つ に 分 け ら れ る ｡ 前者はタ
野EBの理論,教授 ⑳学習法の理論夕評価の理論と実践などのタ理 論 的 な 部 分 で あ る ｡ 後 者 は タ
マイクロソフトワ- ドの使周法に関する講習タパフ-ポイン ト の 効 果 的 な 使 い 方 な ど , 教 育技
術 ⑳メディアの使用法に関するものである｡筆者が担当したの は タ EB 亙p 且o m 盈 組 o e 弧 野 e 弧 S盈m亙e弧もo
伽 宜 も 亙C ⑬ の う ち 望 回である｡なお効果はタスペイン語ではな く 英 語 で お こ な わ れ た ｡
-: ∴ E:…L;:i_p誉 喜l:I.･I::.･ ･ ･:/ :; ･∴ ,:_. I/:･じ-:l･;:こ音字も
かねてか ら 京 都 大 学 で の相互研修型 F EBにつ い てタ ま た タ 高 等 教 育 研 究 開発推進センタ-が
実験的にお こ な っ て き た e-且e毘丁弧i弧g の 実 践 に 関 し て は 筆 者 との私信を通じてタ鰐e弧も雷0組e
二1-:_:JT-7･三二Ie.:.:t･∴ 損 一二:.･CS._I-,IF::).-1 ジ 二･t.=J･:f=工ニ:Hi:･三.=j I'.･=･二 三 :_･_::-,､三 の セ :/タ＼一寺である L-:=･C三.L豆三:.I･.;_:･fj:ニ
現象m亙E?eZ教授 が 興 味 を 示 し て い る と こ ろ で あ っ た｡したがってタこの望つに関して京都大学で
の実践を含め て そ れ ぞ れ 魂 時 間 の 講 演をおこなうことが求められた｡なおタ 当日の講演の様子
はビデオ撮影 ⑳録 画 され タイ ン タ-ネットを通じて視聴できるようになっている｡





なわれた,監濫諸(監eio働 Oもo諸oi弧もSe率 may,且998-2000)および 監因Ⅴ(KyoもO-NaTuもoViTも隠a且
U孤立Ⅴ紺S軸 ,2003-2005)の実践から得られた知見にもとづき, 遠隔教育の大学教育における意
義を批判的に捉えなおすということを主眼においた｡上記 望つの実践に関しては, 京都大学高
等教育叢書冒号 『平成且1年度弧 -KyoもO-監eio諸oimもSemimap-で何が起こったか～授業 ◎合
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凱 講演 cGa.:嶺義鱗藤型 巨ご馴 二親する講演
軍つ めの講演 は,Facu晦 Deve且opmemもas且eaTningcommun軸 ofpTO鮎 soTS:An
expeTiemcei弧ぬpanと題するFDに関するものである｡この講演では, センターが設立当初か













ひとつめは, 非常に強い学長のカのもとタ 時には半ば強引な形で教育改革 ◎経営改革が進んで









教員集団の開発とはそのようなものであると,素朴に考えられていることが多い｡ 本 講 演 で 紹
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京都大学高等教育研究開発推進センターでは､大学教員のオンライン上における研修の場と






で試行を重ねてお りも望鍼冒年度の実践についても望00冒年8月 望8田-9月 且田にブダペス トで
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:,S.a,.:3･:.I.十三三日:.:,-:}て こ∴て
濫盈誠 はも教育における学習馬発達､教授に関する研究を扱 う学会で､且985年より 濫盈雷且息
63⑬弧魚雷鎗弧姥を隔年で開催している0第 乱雲回の参加者数は㌔欧州の研究者を中心に､愚⑬東国か
ら且,8且趨名で馬うち田本Aは望5名であった.基調講演 且且件もシンポジウム 乱射 件､口頭発表
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